
長崎大学文教キャンパス
ダイバーシティ推進センター
アクセス方法はこちら

参加費無料

申
込
方
法

ジェンダーのとびらを開こう

開
催
場
所

男はこうあるべき、女性は女性らしく、そん
な言葉に疑問や違和感を覚えたり、だけどな
かなかそれを声に出せなかったり、
もっと多様な性のあり方が大事にされる社会
にしていきたい！と思っていたり、だけどな
かなかアクションに踏み出せなかった
り・・・まずは世代や立場を超えて、その思
いやこれまで考えてきたこと、これまで経験
してきた中で感じてきたこと等について、お
互いに聴き合い、語り合いませんか。小グル
ープでの丁寧な話し合いを軸とした「ラウン
ドテーブル」という方法で、参加者がともに
「ジェンダー」について対話によって考え合
う学びの会を開催します。

対
象

県内の高校生、大学生、社会教育関係者、
教員など 定員15名程度

開
催
日
時

ラウンドテーブル

11.4
14:30〜17:30

(土)
（受付開始　14:00)

2023.

申込フォームはこちら

問合せ先・村田晶子（研究代表者）

新宿区戸山1−24
EMAIL gendertobira@gmail.com

早稲田大学文学学術院村田晶子研究室

主催：早稲田大学教育総合研究所「ジェンダー平等教育の方法の開発に関する実践的研究―中高校生を対象に」研究部会

※この企画は、早稲田大学教育総合研究所・研究課題番号B－11早稲田大学教育総合研究所「ジェンダー平等教育の方法の開発に関する実践的研究―中高校生を対象に」の助成を受けています。

https://forms.gle/fB
f43Auq136JA5T47

共催：長崎大学ダイバーシティ推進センター

in 長崎

https://www.cdi.nagasaki-u.ac.jp/access/
https://forms.gle/fBf43Auq136JA5T47


プログラム
14:00　受付開始
14:30　開会　
14:45　グループ①
　　　　『ジェンダーのとびらを開こう』を手がか　
　　　　りにグループで話し合います。読んだこと　
　　　　がなくても大丈夫です。
15:40　休憩
15:50　グループ②　
　　　　新しいグループで最初のグループで話し合ったこと
　　　　を共有し合います。　
16:40　グループで話し合ったことの全体共有
16:55　グループ①　
　　　　最初のグループに戻ってふり返り
17:20　全体　実行委員の大学生から
17:30　閉会

これまでの取組み
このラウンドテーブルを主催する研究会のメンバーは、これまでジ
ェンダーやセクシュアリティに関する書籍を共同で執筆したり、研
究に取り組んできました。
2023年3月には、高校生を対象にした『ジェンダーのとびらを開こ
う』感想おしゃべり会を開催しました。20名近い高校生たちが集ま
り、普段自分たちが疑問に思っているジェンダーに関することを言
葉にし、同じグループのメンバーの発言から、自分と共通する思い
や疑問と出会い喜んだり、自分とは違う視点からの発言に刺激を受
けたりとしていました。そして、こういう自由に話し合える場がほ
しかった！という声をあがりました。
８月には、中学・高校教員、社会教育関係職員を対象に、ジェンダ
ーやセクシュアリティをテーマに取り組んだ実践を聴き合い、互い
の実践を丁寧に振り返り合うラウンドテーブルを開催しました。
こうした取り組みを経て、今回は、長崎大学の大学生４名の協力も
得て、長崎大学ダイバーシティ推進センターとの共催で開催するこ
とになりました。

『ジェンダーのとびら
を開こう』

2022年9月に中高生に向けたジェ
ンダーについて学ぶ入門書として
『ジェンダーのとびらを開こう～
自分らしく生きるために』（大和
書房）を出版しました。
この本は、高校生３人と大学生２
人が出会い、自分たちの身の回り
のことから、様々なテーマのもと
に、ジェンダーについての学びを
深めていく内容になっています。
すべて会話形式になっています。


